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教育実践報告
オンライン語学学習（自立学習支援）についての実践報告
黒井 いく
要 旨
平安女学院大学国際観光学部では、2016 年夏（秋学期）より 1年間、67 名の学生と 12 名の教職員
計 79 名が自立学習支援教材としてオンライン学習教材Rosetta StoneⓇを利用し外国語を学習した。
本稿ではその取り組みを分析し、より効果的な学習支援について考察した。
〔キーワード〕 オンライン語学教材、英語、4技能、自立学習支援
1 ．本研究の目的
調査の目的
語学学習におけるオンライン教材の活用については、タブレット端末を用いた学習者の反応と使用
アプリとの関係を論じた（早坂, 2017）等の先行研究があるが、学習者にとってどのような環境が好
ましいか、どのようなサポートが必要かを分析した先行研究は多くない。
国際観光学部、外国語特修コースの学生は、観光学と共に英語、中国語その他の外国語を学習する
が、語学専攻の学生ほど語学学習時間を確保することが難しい。また、入学時における学生の英語力
も様々であり、教室内外でのサポートが不可欠である。そのサポートを補完するためにオンライン学
習教材を採用したが、より効果的な支援に必要な環境を明らかにするため、この 1年間の教育実践内
容を詳細に分析し報告する。
教材の特徴
聞き流すだけの受動的な教材が溢れる中、使用したオンライン学習教材Rosetta StoneⓇは、英語の
4技能を伸ばすためのトレーニングが含まれている。リスニング、文法、読解、語彙などの練習問題
に加えて、聞こえた英文をパソコン上で書く、写真を見て会話するなどの能動的な発話も求められる。
また、パソコンを持たない学生が増える中、ほとんどの学生がすでに所持しているスマートフォンや
タブレット端末を利用できる。加えて、教員がリアルタイムで各学生の学習時間や進捗度などをパソ
コンで管理できる点などを踏まえてこの教材を採用した。
調査方法
半年、ないし 1年間にどれだけ英語力に変化があったかを見るため、外国語特修コースの学生には
英語実力テストスコアをデータとして使用した。当該コースの学生の内、語学留学プログラム（英語
圏）に参加する学生については、それに加えてTOEICⓇ Listening & Reading Test スコアを使用し
た。オンライン学習時間数のデータも収集した。また、学習後のアンケートによって自己評価をさせ
た。
また、学習時間などのデータを比べるために 67 名の学生の内、英語を選択した 65 名をA,B,D の
グループに分類した。今回は中国語を選択した学生は調査の対象外とした。なお、比較のためにオン
ライン学習を利用しなかった学生をCグループとした。
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 Aグループ：2016 年秋学期 （1年次）・2017 年春学期 （2年次）の 1年間、オンライン学
習が成績の一部に評価され、定期的に学習状況が教師によってモニター・管理された学生。
14 名
 Bグループ：1年間のオンライン学習のうち、前半にあたる 2016 年秋学期 （1年次） の半
年間だけがオンライン学習が成績の一部に評価され、定期的に学習状況が教師によってモニ
ター・管理された学生。8名
 Cグループ：2016 年秋学期 （1年次） に英語Ⅰ、2017 年春学期 （2年次） に英語Ⅱを選
択したが、オンライン語学学習を利用しなかった学生。13 名
 Dグループ：ゼミ担当・語学科目担当教員などに勧められて、自由意思で学習を決めた学生
（1～3年生）。教員による学習状況の管理なし。43 名
2 ．データの分析
学習時間の長さ
教員による管理の有無、及び成績評価に影響するかどうかによって分けた 3つのA・B・Dグルー
プの学生についてオンライン学習教材の利用時間を分析する。グラフ 1と 2は、それぞれAグルー
プとBグループに属する学生の 1年間の総利用時間の分布である。また表 1では、A・B・Dグルー
プの利用時間の平均を示した。
Aグループでは最長 82.15 時間から最短 24.80 時間という幅であった（グラフ 1参照）が、Bグ
ループでは最長 41.25 時間から最短 3.92 時間と 1桁台の利用時間も見られた（グラフ 2参照）。また、
Bグループでは、成績に対する影響や教員の管理がなくなる、利用開始後半年で学習をやめたり、ほ
とんどログインしなかった学生が多く見られた。Dグループに至っては最長 35.9 時間から最短 0時
間、すなわち教材を 1年間利用するための代金を払ったが 1度もログインしないままの学生も 2名い
た。
教室外での自立学習支援プログラムの有効性を調査したYabukoshi & Kato（2017）は、教員やク
ラスメートとの接触が少ない時期は学習計画の遂行度が低いとしているが、ここでも同じような、或
いはそれ以上の傾向がBグループにおいて見られる。Aグループの学生の多くが 2年次夏からの留
単位 時間
表 1 Rosetta StoneⓇの利用時間の平均
グループ 利用開始後最初の半年 次の半年 1年間の合計
A 33.93 28.2 62.13
B 14.99 1.28 16.07
D － － 8.6
グラフ 1 1年間の総利用時間（Aグループ） グラフ 2 1年間の総利用時間（Bグループ）
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学を目標としているので、その目的意識が学習時間に影響を与えた可能性も考慮しなければならない。
学習時間と英語力の伸び－－英語実力テストのスコアを基に
本学では、英語実力テストを入学時、1年次夏、年度末、2年次夏に実施している。2016 年度入学
生の正答率の推移を表 2に示す。
表 2にあるように、入学時から 1年次夏までに大きく伸び、その後の半年で横ばい、次の半年でや
や低下する。この傾向は、ほぼ毎年同じである。高校では様々な英語学習の環境に置かれていた学生
は、入学後にCollege English の授業を週に 90 分×3回の計 270 分、加えてOral English を選択した
学生はプラス 90 分の計 360 分、集中的に英語を学習する。高校の平均的な 1課あたりの時間を 45 分
として換算すると、月曜日から金曜日までに 6課ないし 8課相当の授業を受けていることになる。こ
のような集中的な英語学習により入学時から春学期末の半年の間に英語の実力は大きな伸びを見せる
ものの、次の半年又は 1年間の伸びは鈍化、あるいはむしろ平均正答率が下がっている。
表 2の英語実力テストの平均正答率についてグループごとにまとめたものを表 3に示す。また表 3
で示した正答率についてRosetta StoneⓇを使って学習した 1年次夏から 2年次夏にかけてどのように
変化したかを表 4にまとめた。
表 3と 4を見ると、グループB、Cとも語学以外の専門科目が増える 2年次夏に向けて正答率が下
がる傾向にあるが、グループAのみプラスを維持している。また、グループBは Rosetta StoneⓇに
関して教員の管理がなくなる 1年次末以降の正答率の低下が著しい。実際、表 1の Bグループの学
習時間を見ても、半年で平均 1時間余りでは絶対量が少なすぎて、有意性のある学習量とは言えない。
次に各グループ内の個別の生徒についてRosetta StoneⓇの学習時間と、1年次夏～2年次夏の平均
正答率の伸びの関係をグラフ上に示した（グラフ 3、グラフ 4、グラフ 5）。これらのグラフにより各
グループの特徴を見ることができる。
単位％
表 2 国際観光学部学生全体の英語実力テストの平均正答率（2016 年度入学生）
表 3 グループ毎の英語実力テスト平均正答率
表 4 1年次夏から 1年次末 2年次夏までの平均正答率の伸び
単位％
入学時 1年次夏 1年次末 2年次夏
57.28 66.65 67.65 65.90
グループ 入学時 1年次夏 1年次末 2年次夏
A 61.42 68.92 74.78 73.28
B 60.87 67.62 68.62 63.75
C 53.23 65.38 60.92 62.31
グループ 1年次夏～2年次夏
A プラス 6.3 ポイント
B マイナス 6.1 ポイント
D マイナス 4.7 ポイント
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グループAだけを見ると、60％近い伸びを見せる学生がある一方、長時間学習していてもさほど
伸びの目立たない学生も見られる。Bグループにはマイナスの伸び率が目立つ。グループCは
Rosetta StoneⓇを利用していないので、学習時間は当然、縦軸の 0にあるが、スコアの伸びはグルー
プB同様、マイナスの範囲に多くの学生の伸び率が見られる。
グラフ 4 グループBの学習時間とスコアの伸びの分布図
グラフ 5 グループCのスコアの伸び率の分布図
グラフ 3 グループAの学習時間とスコアの伸びの分布図
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学習時間と英語力の伸びとの相関－－ TOEICⓇ Listening & Reading Test のスコアを基に
学習時間の長さと英語力の伸びとの関係をより詳しく分析するために、TOEICⓇ IP Listening &
Reading Test のスコアについて、1年次 10 月（旧形式）から 2年次 8月（新形式）までのスコアの
伸び率を利用する。調査対象はAグループの内、テストを二回受けた学生である。表 5に示した
データをグラフ 5のようにプロットした。グラフ 5を見る限り、Rosetta StoneⓇの学習時間とスコア
の伸びとの間に関連性は見えない。
原因の一つとして考えられるのは、学習した内容とテストで測った能力との祖語である。当該教材
は 4技能を伸ばす目的で作られているが、使用したテストはリスニングとリーディングのみであった。
今後の研究では、スピーキングやライティング力の伸びを計るテストを使用して比較したいと考えて
いる。
3 ．まとめ
考察
「2．データ分析」で示したように、グループによって学習時間に大きな差が見られたが、教員の
管理の有無、学習時間が成績評価に含まれるかどうかが影響を与えていることが推察される。Aグ
ループでは 2ターム、Bグループでは 1ターム、毎週、授業の度に教員が学生一人一人に個々の学習
表 5 利用時間とスコアの伸び率の比較（グループAの該当学生）
グラフ 6 利用時間とスコアの伸び率の比較（グループAの該当学生）
グループ
1年間の Rosetta StoneⓇの
利用時間単位 （時間）
1年次 10 月～2年次 8月
TOEICⓇ Listening & Reading
Test スコアの伸び率 単位（％）
学生A 82.15 20
学生 B 72.90 18
学生 C 71.63 26
学生 D 68.07 2
学生 E 67.70 0
学生 F 66.77 23
学生 G 66.00 －6
学生 H 64.10 0
学生 I 48.67 6
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時間を伝え、時間数が多い学生を褒め、時間数が少ない学生を激励し続けた。時には時間数の多い学
生の名前と時間数を掲示することも行った。特にAグループでは、時間数だけではなく、進度や正
解率などにも触れて、学習方法などについて、いつでも学生の相談にのれるような状況を作った。
Rosetta StoneⓇは“immersion method”を使い、私たちが母語を獲得したのと同じ方法で言語学
習するとうたっている。つまり辞書や文法書を使わないという方法である。しかし、アンケートの自
由記述欄を見ると、学生は、学習中に何故こうなるのかという疑問をしばしば抱き、教員による説明
を求めている状況がうかがえた。教員は管理するだけでなく学生の疑問に答える場を用意するべきで
あると感じた。例えばメールを使って、学習方法だけでなく英語そのものについても、いつでも教員
に質問できるようなシステムなども今後、用意するべきであると思われる。学生の自主性にまかせ、
オンライン教材を与えるだけでは望ましい学習環境とは言えず、教員が絶えず学生に寄り添うことが
必要であると考えられる。
今後の課題
グループAの学生は、半期で 90 時間から最大 135 時間、1年間で 180 時間から最大 270 時間英語
科目を履修できる。グループBでも半期で 67.5～108 時間、年間 135 時間～216 時間である。これら
授業の内容・時間数、学生の意欲など様々な要素が学生の英語力の向上に影響を与える。年間平均約
60 時間のオンライン学習がプラスされることによって学生達の英語運用能力にどのような影響があ
るか、また、どのような環境が望ましいか、今後も継続してデータを集めていきたいと考える。
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The Survey on Autonomous Learning Support with
English Language Software
KUROI, Iku
In the International Tourism Department of Heian Jogakuin (St. Agues’) University, 67 students
studied, mainly outside the classroom, using online English language software, Rosetta StoneⓇ, from
the summer of 2016 to the summer of 2017.
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I collected the data, such as the scores of the students’ English proficiency tests and the TOEICⓇ
Listening & Reading Test, and also how many hours they studied with this software.
The surveyed students could study English in the classroom for 135 to 270 hours a year. Many
elements influence the improvement on their English proficiency, so I would like to keep collecting
data to see the additional 60 hours of on-line study outside the classroom helps the students with their
English learning.
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